
令和８年度「瀬戸市学校跡地運動施設地域開放」利用について 

１ 目的 

小学校跡地の体育施設（運動場・体育館）を開放することにより、スポーツ・文化の

振興活動を支援することを目的とする。ただし、利用期間は学校跡地施設の活用方策に

ついての具体策が決定されるまでの暫定期間とする。 

２ 開放施設および主な利用種目 

    瀬戸市立深川・道泉・東明小学校跡地の運動場、体育館 

 運動場：軟式野球・サッカー・ソフトボール・グラウンドゴルフ等 

体育館：バレーボール、卓球等これに類する軽運動等と音楽等の文化活動 

３ 開放日 

原則、１年間（但し、１２月２８日～１月３日は除く）。ただし、地元自治会・公民

館行事等の利用を優先とする。 

４ 開放時間 

昼間：9 時から１８時（または、各運営委員会で決定した時間帯） 

夜間：１８時～２１時 

５ 利用料金  

体育館と運動場（深川跡地）の照明使用料（１時間２１０円）を負担する。 

６ 利用するために(登録要件) 

  利用を希望する団体は、事前に学校跡地運動施設地域開放利用団体登録申請書を瀬戸市

スポーツ課に提出し、該当団体の登録を受けなければならない。（毎年登録） 

（１）利用登録要件について 

〇団体の代表者が学区内に住所を有していること 

〇市内に住所を有し又は通勤し、若しくは通学している者、おおむね１０人以上で構

成されている団体。（構成員の※５割以上が学区内の住人） 

※Ｒ７年度登録より８割から５割に変更 

〇成年である責任者又は指導者が構成員に含まれていること。 

〇構成員全員がスポーツ保険・損害賠償保険（これに類するものも可）に加入してい

ること。 

ただし、これまで閉校前に利用実績のある団体についてはこの限りではない。 

登録団体は、地元自治会・公民館行事等利用の次に優先して利用日の予約ができる。 



（２）地区運営委員会での利用日程調整 

利用団体の代表者は、旧小学校地区ごとに開催される地区運営委員会に必ず出席し利

用日の調整をする。（地区運営委員会の開催日時は、運営委員長より連絡） 

地区運営委員会は、地元住民の代表者で組織され、地元利用団体の日程の調整につい

て開催する。 

７ 鍵の取扱いについて 

（１） 施設を利用する際には、原則利用前に公民館窓口で鍵を借り、利用後に公民館窓口

に返却する。ただし、公民館が閉館の場合は、利用する前日に借りに行く。また、返

却時に公民館が閉館している場合は、公民館入口の「鍵返却箱」に返却する。 

（２） 公民館で鍵を管理しない地区は、鍵を厳重に管理することを条件に、利用団体の代

表者が保管する。また、他の団体や個人に鍵を渡すことが決してないようにする。 

（３） 鍵を紛失した場合は、速やかにスポーツ課に連絡し、利用団体が実費弁償をする。     

８ 学校跡地地域開放使用許可申請書・使用許可書の取扱 

（１） 「学校跡地地域開放使用許可申請書・使用許可書」は、当面の間は「学校体育施設

使用許可申請書・使用許可書」で代用する。 

（２） 使用許可申請書は、地区運営委員会で利用割当決定後に利用団体が作成し、使用許

可申請書を運営委員長にまとめて提出する。 

（３） 利用団体は、跡地施設利用後に使用許可書に必要事項（使用結果報告）を記入し、

照明使用の場合は、照明使用料（１時間２１０円）シールを使用許可書に添付する。 

（４） 利用団体は、８月・12 月・3 月までに４ケ月分の学校跡地地域開放使用許可書を瀬

戸市スポーツ課（瀬戸市体育館内）にまとめて提出する。 

９ その他 

 〇施設利用後は、利用団体で清掃・フロアモップ掛け・運動場整備と消灯・施錠を必ず行

い、使用許可書に記入をする。 

 〇利用施設を破損した場合は、速やかにスポーツ課に連絡をし、実費で修理をする。 

〇その他、使用許可条件を厳守すること。なお、許可条件や登録要件を満たさない場合や

利用状況に問題があることが明らかになった場合は、即時、登録を取り消すものとする。 

お問い合わせ  瀬戸市地域振興部スポーツ課（水野）TEL(0561)48-0589 

                         FAX(0561)48-0825                                            


